
久
保
田
委
員
長

は
貨
物
会
社
は
18

年
連
続
ベ
ア
な
し
、

手
当
の
低
額
支
給

と
厳
し
い
。
同
じ

労
働
者
、
同
じ
組

織
と
し
て
、
課
題

に
学
び
今
後
の
運

動
に
し
て
い
き
た

い
と
あ
い
さ
つ
し

た
。貨

物
中
野
分
会

長
か
ら
常
磐
線
が

開
通
し
た
場
合
、
一
部
区
間
の

除
染
が
高
い
と
運
転
乗
務
に
不

安
が
あ
る
。

会
社
か
ら
退
職
後
も
延
長
し

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
要
員
不

足
の
実
態
で
若
い
人
に
技
術
が

伝
え
き
れ
て
い
な
い
。

新
型
機
関
車
導
入
予
定
で
検

査
延
伸
に
安
全
安
定
輸
送
に
不

安
だ
と
報
告
し
た
。

Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
に
お
け
る
貨

物
会
社
の
諸
問
題
と
し
て
全
国

貨
物
協
議
会
木
村
事
務
長
よ
り
、

分
割
・
民
営
化
か
ら
黒
字
経
営

は
続
い
た
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
大
震
災
等
で
赤
字
に
。
最

近
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
で
経
営
は
改
善
。
今
年
は
過

去
最
高
の
黒
字
経
営
に
な
っ
た
。

ア
ボ
イ
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
で
の

線
路
使
用
料
の
負
担
、
長
期
債

務
の
増
加
、
老
朽
車
両
の
更
新
、

平
行
在
来
線
問
題
の
構
造
矛
盾

が
あ
る
。

経
常
利
益
は
過
去
最
高
で
も

期
末
手
当
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ

Ｒ
四
国
と
比
較
し
て
も
最
低
。

国
労
は
組
合
オ
ル
グ
な
ど
、

基
本
給
の
削
減
改
善
や
55
歳
以

上
の
基
本
給
改
善
を
勝
ち
取
っ

た
と
報
告
し
た
。

意
見
交
換
で
は
中
途
採
用
が

入
っ
て
き
て
も
、
前
の
会
社
よ

り
職
場
は
ひ
ど
い
と
辞
め
て
い

く
。年

末
手
当
、
プ
ラ
ス
０
・
０

４
ヶ
月
の
根
拠
は
、
お
よ
そ
一

万
円
の
数
字
。
若
い
人
、
低
賃

金
の
人
ほ
ど
金
額
は
少
な
い
。

貨
物
労
組
は
納
得
さ
せ
ら
れ
て

い
る旅

客
で
も
委
託
化
、
プ
ロ
パ
ー

社
員
の
低
賃
金
で
あ
り
組
織
の

多
数
派
を
展
望
と
し
た
国
労
組

織
の
拡
大
が
必
要
で
す
。

第５号 こくろう みと 平成２９年１２月２０日

年
末
手
当
１
・
６
４
ヶ
月
の
低
額
回
答
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仲
間
の
信
頼

力
に
変
え
て

さ
あ
踏
み
だ
そ
う

組
織
の
拡
大
へ

貨
物
会
社
は
11
月
17
日
、
基
準
内
賃
金
の
１
・

６
ヶ
月
プ
ラ
ス
会
社
発
足
30
周
年
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
の
労
苦
に
報
い
０
・
０
４
ヶ
月
の
年
末
手

当
を
支
給
す
る
と
の
回
答
を
行
っ
た
。

水
戸
地
本
は
客
貨
一
体
の
取
り
組
み
と
し
て
12

月
６
日
、
貨
物
政
策
学
習
会
を
開
催
し
た
。

2018年新春

国労水戸地本団結旗開き

ところ 水戸京成ホテル

とき 2018年1月6日（土）

11時受付

11時30分開会


